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１　単　　元　　ルールを工夫したティーボール
２　単元について
　(1)　単元の位置とねらい

　この期の子どもたちは，これまでの「ルールを工夫したキックベースボール」の学習を通して，
自分たちに合ったルールやコートを工夫しながら，ボールを蹴ったり捕ったり投げたりする動きを
身に付け，出塁して得点するゲームを楽しんできている。そして，「もっと遠くへボールを飛ばし
たい」「出塁を続けて得点をしたい」といった願いをもっている。
　そこで，ここでは，みんながゲームを楽しむために，ボールを相手のいないところに打って出塁
したり，捕球して狙ったところに送球したりする技能を高める。それと共に，みんなが攻撃や守備
を楽しむことができるようなルールを工夫したり，自分のチームに応じた作戦を立てたりしてゲー
ムを行う。そして，「点を多くとりたい」「相手の進塁を阻止したい」などの思いを連続・発展させ，
友達と励まし合い，動きを高め合いながら，ボールを打つ攻撃や，隊形をとった守備などによって
攻防しながら勝敗を競うベースボール型ゲームの楽しさを味わい，深めさせようとするものである。
　この学習で経験した膝を曲げ体全体を使って打つ動きや肘を引いてボールを投げる動きは，第５
学年「ルールを工夫したバスケットボール」での膝を曲げてシュートをする動きや肘を引いてパス
を出す動きへと発展する。また，易しい投球を打ち返して走塁をしたり，定位置で守ったりする技
能を身に付け，技術を身に付けるための運動の行い方のポイントを見付けることを通してゲームを
する楽しさを深める中学校第１学年の「ソフトボール」の学習へも発展する。

　(2)　指導の基本的な立場 
　「ベースボール型ゲーム」の楽しさは，思い切りボールを打って相手のいない所や遠くに飛ばす
ことで出塁や進塁を続けて得点したり，打球を捕り送球して相手の進塁を阻止したりしながら攻守
交代で攻防し，勝敗を競い合うところにある。さらに，攻守交代で攻防を展開するため，攻撃や守
備に関する個人やチームの課題を明確にしやすく，それらを解決したり，ルールや作戦を工夫した
りすることで楽しさを深めることができる。
　第５学年の「ルールを工夫したティーボール」は，ボールを相手のいないところに打ったり，打
球の方向に移動して捕り，捕球する相手に向かって投げたりするなどの技能を身に付ける学習であ
る。また，みんなが打つや投げる，捕る技能を生かして攻防する楽しさを味わうことができるよう
なルールを自分たちで工夫したり，勝つために自分たちのチームに応じた作戦を立てたりすること
で，攻守交代型のゲームを楽しめるようになる。
　このティーボールの楽しさを味わわせるためには，広角コートで守備エリアを限定するなどゲー
ムを簡易化し，その行い方を理解させたり，目指す動きを理解させるために動画を提示し，動くイ
メージをもたせたりする。そして，試しのゲームを行わせ，目指す動きと自分の動きを比較させる。
これらの活動を通して「もっと自分の狙ったところにボールを打てるようになりたい」「飛んでく
るボールを捕り，捕球する相手に向かって投げて出塁や進塁を阻止したい」という願いをもたせ，
狙ったところにボールを打つことや打球を捕って送球するための課題をつかませることが大切であ
る。そして，動くイメージをより明確にしながら動きを高めるために，焦点化した観点を基に動く
イメージと自分の動きを比較させ，発見したコツを生かして伝え合う活動を位置付ける。さらに，
主運動につながる感覚づくりや動きを高めるドリルゲーム，戦術理解を向上させるタスクゲームを
位置付ける。
　そこで，学習の展開としては，初めのルールでティーボールのゲーム様相や目指す動き理解させ
るために，動画を視聴させる。そして，試しのゲームを行わせ，「目指す動きと自分の動きを比較
してどうだったか」「みんなが楽しめるルールだったか」などの観点でゲーム様相を振り返らせな
がら，打つ，捕る，投げるなどの動きを高めていくことやルール，チームが勝利するための作戦を
工夫していくという必要感をもたせる。また，単元を通してゲームに必要な感覚や動きを身に付け
させるために，腰のひねりや前傾姿勢などの感覚づくりを取り入れた準備運動を行わせたり，打つ，
投げる，捕る動きを取り入れたドリルゲームを行わせたりする。
　単元の前半では，みんなが攻撃や守備を楽しむためのルールを工夫しながら，「フェアグラウン
ド内に強い打球を打つ」などの攻撃に関わる技能や「打球の正面に移動して捕り，オーバースロー
で素早く投げる」などの守備に関わる技能を身に付けさせていく。その際，動くイメージを明確に
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して動きを高めさせるために，ボールを打つ際の体を回転させる方向やボールを捕球する際の姿
勢・位置，腕の力の入れ具合などの動く感覚をつかむ観点を課題に応じて焦点化しながら動くイ
メージと自分の動きを比較させ，気付いたことを言語化し，伝え合う活動を設定する。単元の後半
では，単元前半で高まった動きを生かしながら，打順や打つ方向，強さ，守備位置など自分たちの
チームに合った作戦を立てさせていきたい。最後に，ティーボール大会を行い，動きの高まりや
ルール・作戦による楽しさの深まりを価値付けていきたい。
　この学習を通して，目的に応じて打つ，投げる，捕る動きができる喜びを感じながら，攻守を交
代して攻防し，勝敗を競っていくティーボールの楽しさを味わっていく。また，クラス全員が楽し
さを実感するために工夫したルールと作戦の大切さ，動きの課題を解決するために，友達と動きを
伝え合い，励まし合いながら練習する大切さを味わい，ボール運動やその他の運動とのかかわりを
一層深めて挑戦し続けることができる。

　(3)　子どもの実態（調査人数は38名，調査結果は主な項のみ表掲）

　本学級の子どもたちは，①の興味・関心については，「打つことが楽しい」「投げることが楽しい」
などの理由でティーボール好きと答えている子どもが多い。反面，「打つ，投げる，捕ることが苦
手」「ルールが分からない」という理由で嫌いと答えている子どももいる。これは，ボールを操作
する技能が十分に身に付いていなかったり，ベースボール型のゲームを経験する機会が減少したり
していることが理由として考えられる。
　②の学習のめあてについては，「ヒットを打つこと」「ボールを投げること」などの技能面に関わ
るめあてを立てたいと考えている子どもが多い。友達と互いの動きを見合いながら自分の課題を解
決し，技能の向上を目指して，ゲームを楽しんでいきたいという思いが強いのではないかと考える。
　③のより楽しいゲームにするためのルールの工夫については，「コートを広くしたり狭くしたり
する工夫」「アウトの仕方の工夫」「得点化の工夫」などを挙げている。既習のキックベースボール
の経験を生かして，攻撃したり，守ったりしながらみんなが楽しめるゲームにしていこうと考えて
いることが分かる。
　④の動きのコツについては，「バットの振り方」や「腕の振り方」など体の動かし方について具
体的に答えている子どももいるが，それらに気付いていない子どももいる。できている動きとなぜ
できたかという要因とを動く感覚をつかむ観点で関係付けながらコツを見付けることができていな
いと考える。
　⑤の技能については，約３分の２の子どもがティーの上のボールをバットで打つことができてい              

   ① ティーボールに対する興味・関心（複数回答） 
 

 
 
 

③ より楽しいゲームをするためのルールの工夫 
 
 

 
④ 動く感覚をつかむ観点を基にした動きのコツと着目した観点（複数回答） 

 
 
 
 
 
 

⑤ 技能について  
 ティーのボールを打つ ボールを投げる 投げられたボールを捕る 
できる 23名 29名 20名 

できない 15名 9名 18名 

好き 34名 

○打つことが楽しい（21名） ○投げることが楽しい（12名） 

○野球に似ていて楽しそう（8名）○チームで協力できる（8名）  

○捕ることが楽しい（7名） ○キックベースボールに似ていて楽しそう（3名）

嫌い 4名 ○打つ，捕る，投げることが苦手(3 名) ○ルールが分からない（1名） 

○コートを広くする（10名） ○アウトゾーンを増やす（7 名）○得点入りやすくする（3名) 
○苦手な人でも得点できる（3名） ○コートを狭くする（3 名） ○アウトの仕方を工夫する（3名）
○ホームランゾーンを作る（1名） ○ボールを小さくする（1名） 

打つ 投げる 捕る 
○ボールをよく見る（姿勢・20 名） 
○思いっきり振る（力の入れ具合・12 名） 
○中心を打つ（位置・10 名） 
○下から上に打つ（方向・８名） 
○よい構え方をする（姿勢・3 名） 
○振り切る（力の入れ具合・2 名） 

○捕りやすい強さ・位置に投げる
（力の入れ具合・位置 16 名）

○手をしっかりと振る（力の入れ具合・9 名）
○手を後ろに引く（方向・５名） 
○足を動かす（姿勢・3 名） 
○下から上に投げる（方向・3 名）

○ボールをよく見る（姿勢・21 名）
○ボールの落下点に動く（位置・12 名） 
○ボールの高さに体を合わせる（姿勢・9 名）
○両手で捕る（姿勢・10 名） 
○構えておく（姿勢・1 名） 
○包み込むように捕る（姿勢・1 名）

○ヒットを打つこと（27名） ○投げること（8名） ○チームで協力すること（8名） 
○捕ること（4名） ○ルールを工夫すること（4名） ○コツを発見すること（4 名） 

②　学習のめあてについて（複数回答）
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る。しかし，約３分の１の子どもは，空振りやボールにバットが擦るような打球だった。これは，
バットでボールを打つ経験が少ないからであると考える。ボールを10ｍ離れた距離で相手の捕りや
すいボールを投げる技能については，30名近くの子どもに身に付いていた。しかし，10ｍ離れた距
離から投げられたボールを捕る技能については，約半数の子どもが身に付いていなかった。これは，
小さなボールを捕る経験が少ないことが理由として考えられる。

　(4)　指導上の留意点
　　ア　「つかむ・見通す」過程では，初めのルールを確認し，ゲーム様相を理解させたり，ゲームを

楽しむために必要な，打つ，投げる，捕る動きの目指す動きを理解させたりするために，動画
を提示する。その際，体を動かす部位や動かし方に気付かせ，動くイメージをもたせる。最後に，
試しのゲームを行わせ，目指す動きと自分の動きを比較させて気付いたことやゲーム様相を話
し合わせることで，自分やチームの課題を見付けさせる。

　　イ　「挑戦する・工夫する」過程前半は，みんなが楽しめるルールを工夫する中で，「強い打球を
打つ為の打ち方」，「進塁を防ぐための捕り方・ 投げ方」を学習内容の中心として位置付けてい
く。過程後半では，「出塁するための打つ方向や強さ」「進塁を防ぐための守備位置」を学習内
容の中心として位置付け，チームの作戦を工夫させていく。その中で，動くイメージを明確に
して課題を解決するために，課題に適した動く感覚をつかむ観点を焦点化する。そして，観点
を基に目指す動きとそうでない動きを比較させながら，コツを発見させていく。そして，発見
したコツを基に実際に動きながら動くイメージを追加・修正させていく。さらに，友達と互い
に動きを見合いながら気付いたことを言語化し，伝え合う活動を設定しながら動きを高めさせ
ていく。

　　ウ　「生かす」過程では，単元の学習を生かして，ティーボール大会を実施する。その中で，自分
やチームの高まりを実感させるために，「動きが高まったのはなぜか。」と問い，「動く感覚をつ
かむ観点を生かして動きを高めたこと」，「チームで動きを高め合い，励まし合いながら学習に
取り組めたこと」などを価値付ける。

３　目　　標
　⑴　「狙ったところに打って点をとりたい」「ボールを捕って素早く送球して得点を阻止したい」な

どの願いをもって，ルールを守り，友達と助け合いながら練習やゲームをすることができる。
　⑵　自分やチームの課題を解決するために，方向や力の入れ具合，位置などの動く感覚をつかむ観点

を基に相互に動きを比較してコツを見付けたり，動きを生かしてゲームを楽しむためのルールや打
順，守り方などの作戦を工夫したりすることができる。 

　⑶　ボールをフェアグラウンド内の相手がいない場所に打ったり，打球の正面に移動して捕り，オー
バースローで素早く投げたりすることができる。

４　指導計画（全９時間）
時間 １ ・ ２ ３・４（本時）・５・６ ７・８ ９ 

過程 つかむ・見通す つかむ・見通す 挑戦する・工夫する 生かす 生かす 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

       

 試しのゲームをして，みんな
が楽しめるティーボールの学習
計画を立てよう。 

ゲームの行い方の理解 
・２回の表裏の攻防 
・１回に６人が打つ 
・ １塁 １点， ２塁 ２点， ３塁
　３点， ホーム ４点  
・ストップゾーンにボール

が戻ったらストップ 

動きの理解
・打つ，捕る，投げる。 
・相手のいない所に打つ。 
・相手のボールを捕る，スト
ップゾーンに投げる。 

・打ったら，走塁する。 

【感覚づくり】キャッチボール，新聞バット素振り，ベースランニング競争

【ルールの工夫】
・得点倍カード 
・得点×ヒット者数 
・ストップゾーンの選択
・三角・四角コートの選択 

学んだことを生か

してティーボール大

会をしよう。 
  

動く喜びを
感じ，ティーボ
ールのおもし
ろさを味わい，
その学びのよ
さを生かして
新たな運動へ
挑戦し続ける
姿 

【動くイメージを基にした学び合い】
・コツの伝え合い 
 
 
 

【作戦の工夫】 
・打つ方向・強弱 
・打順 
・相手に応じた守備
位置 

【ドリルゲーム】キャッチボール競争，ホームランゲーム【タスクゲーム】３エリアベースボールなど 

・振る腕の力の入れ具合
・打つ際の体の方向など

・リズム言葉
・動作化など

比較・関係付け 表 現ゲームを楽しむために，打つ，捕
る，投げる動きを高めたいな。楽し
めるルールを工夫したいな。 

みんなが楽しめるティーボールをしよう。 

勝つための作戦
を工夫しよう。 

ボールの捕り方，投げ方

のコツはなんだろうか。
ボールの打ち方の

コツは何だろうか。
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５　本　　時（４／９）
　(1)　目　標

　「ボールを遠くへ飛ばして出塁したり，進塁したりしたい」という願いをもち，友達と協力し，
安全に気を付けながら運動を行い，体を回転させてバッティングする際のへそに着目して，方向を
観点にして体の動かし方を捉え，気付いたことを話し合い，動きを高める活動を通して，体を回転
させて強い打球を打つことができる。

　(2)　本時の展開に当たって
　本時では，思考を高めることを目的とした学び合いが重要だと考える。その際，体を回転させた
バッティングと回転させていないバッティングの師範をへその向きに着目させ，比較させる。そ
して，「へそがどこを向いているかな。」と問い，へそが向いている方向の違いについて話し合わせ
「へそが後ろから，前に回転している」などの考えを引き出しながら課題解決に取り組ませる。

　(3)　実　際

・６人対６人 １チーム１回に全員が打つ。 
・１塁…１点，２塁…２点，３塁…３点，ホ

ーム…４点の合計点で競う。 
・ストップゾーンにボールを運ぶとストップ 

…ベース  …ストップゾーン 
・Ａ・Ｂ・Ｃエリアに２人ずつ入り，そのエ

リアの打球は，エリアの守備者が処理する。 

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働きかけ 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
                

 
 

 

１ 準備運動をする。 
○ 附属体操 
○ 感覚づくり・ドリルゲーム 

２ 本時のめあてについて話し合う。 
 
 
  
 
 
３ 打つ動きを高める。 
〔練習１〕 
 

 
〔動き方の話合い〕 
 
 
 
 
  
 
〔練習２〕 

１点 ２点 ３点 
 

４ メインゲームに取り組む。 
 Ａ   Ｂ       
 
 
     Ｃ 
      
 
５ 整理運動をする。 
６ 本時の学習を振り返り，次時の学習

への意欲を高める。 

 
 
 
 
 
 

（分）

 

5 

○ 打つ動きに必要な腰や肩関節の可動
範囲を広げたり，体力を高めたりする
ために，附属体操を行わせる。 

○ ゲームに必要な動きを高めるために
腕の振りや体の回転などの感覚づくり
や投げる，捕る動きなどのドリルゲー
ムを行わせる。 

○ 本時のめあてをつかませるために，体
を回転させたバッティングとそうでな

ど「，際のそ。るす示提をグンィテッバい
ちらの方が強く打てているかな。」「強く
打つためには，どこの動きに着目すれば
いいかな。」と問い，へそが動く方向の
大切さに気付かせていく。 

○ 体を回転させたバッティングのへそ
が動く方向に気付かせるために，ティー
バッティングやローテーションバッテ
ィングに取り組ませ，強い打球が打てた
子どもに「へそは，どこまで動いている
かな。」と問いながら課題解決に取り組
ませる。 

○ 体の動かし方を理解させるため
に，「体を回転させている動き」と「体
が回転していない動き」をへそに着
目させ，方向を観点に比較させなが
ら打ち方のコツについて話し合わせ
る。 

○ 打ち方の動くイメージを追加・修
正させるために，素振りやティーバ
ッティング，ホームランゲームなど
の練習に取り組ませる。 

○「へそを後方から前方に動かし，体
を回転させて打つ」ことを意識して
課題解決に取り組ませるために，へ
そにシールを貼り，へその動きを確
認させながらアドバイスさせる。 

○ 高まった動きを生かすために，メ
インゲームに取り組ませる。 

○ 動く感覚をつかむ観点のよさを実
感させるために，動きの高まりの要
因を動く感覚をつかむ観点の「方向」
と関係付けて振り返らせる。 

○ 次時への意欲を高めるために，本
時の課題や次時に解決していきたい
内容について話し合わせる。 
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体を回転させて打つために，へそをどの方

向に動かせばよいのだろう。 

 へそが動く方向を意識して体を回転させて打

つとボールが遠くまで飛んだ。 

 体を回転させて打つために，へそをどの方向に動
かせばいいのかな。動きながら発見してみよう。

体が回って，へ
そが後ろにきてい
るぞ。 

手だけで打ってい
て，へそが動いてな
いよ。 

比較 

 動きが高まったのは，どのように学習を行ってきた
からですか。 

 へその後方から前方に動かし，体を回転させて打った
り，へそが動く方向をアドバイスしたりしたからです。 

比較 
 へその位置が動かず，
体が回転していない動き

 へそが動いて体を回
転させている動き 

 へそが後ろから前にきて体を回転させて打ってい
るな。早速，自分の動きに生かしてみよう。

へそを意識して体を
回転させるぞ。 


